
かわら版                  （第９版）                その１ 

日
経
ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
の
連
載
最
終
回
！ 

長
寿
命
な
屋
根
に
つ
い
て
土
屋
名
誉
教
授
・屋
根
シ

ス
テ
ム
総
合
研
究
所
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 
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こ
れ
ま
で
の
連
載
で
屋
根
下
地
を
劣
化
さ
せ
る
原
因
を
挙
げ
て

き
た
。
下
の
５
点
の
写
真
が
そ
の
例
だ
。
で
は
、
屋
根
下
地
を
長
持

ち
さ
せ
る
に
は
何
が
必
要
か
。
防
湿
シ
ー
ト
と
換
気
・通
気
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
表
面
に
開
け
る
ク
ギ
穴
を
減
ら

す
「ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
」が
必
須
だ
と
考
え
て
い
る
。 

 

ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
は
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

主
流
と
な
る
施
工
方
法
だ
。
ド
イ
ツ
の
屋
根
職
人
に
な
ぜ
ホ
ー
ル

レ
ス
工
法
に
す
る
の
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「日
本
人
は
ル
ー

フ
ィ
ン
グ
に
穴
を
開
け
て
、
10
年
後
、
20
年
後
も
支
障
が
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
。
日
本
の
古
い
木
造
建
築
は
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
に
穴

を
開
け
て
い
る
の
か
」と
逆
に
問
わ
れ
、
答
え
に
窮
し
た
。
考
え
て

み
る
と
、
陸
屋
根
や
ル
ー
フ
バ
ル
コ
ニ
ー
で
は
防
水
シ
ー
ト
に
穴
を

開
け
な
い
の
が
常
識
だ
。 

 

我
々
が
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
に
注
目
し
て
研
究
を
始
め
た
の
は
２
０

０
８
年
だ
。
以
降
、
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
研
究
と
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
や
業
界
団
体
な
ど

と
も
共
同
研
究
を
重
ね
て
き
た
。 

 

ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
の
基
本
は
、
野
地
合
板
の
上
に
縦
桟
と
横
桟

を
設
置
し
て
屋
根
材
を
取
り
付
け
、
野
地
合
板
と
ル
ー
フ
ィ
ン
グ

に
開
け
る
ク
ギ
穴
を
極
力
減
ら
す
こ
と
だ
。
屋
根
下
地
へ
の
雨
水

浸
入
と
ク
ギ
の
結
露
を
防
止
す
る
だ
け
で
な
く
、
屋
根
材
の
下
に 

 

弊
社
は
普
段
か
ら
屋
根
に
お
け
る
不
具
合
事
例
を
調

査
し
て
い
る
。IT

D
I

と
い
う
雨
漏
り
調
査
や
屋
根
の
葺
き

替
え
工
事
な
ど
で
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
験

棟
に
お
い
て
長
年
に
渡
り
様
々
な
条
件
下
で
の
屋
根
・小

屋
裏
に
お
け
る
温
熱
環
境
の
測
定
を
行
っ
て
い
る
。
最
終

回
は
屋
根
下
地
を
長
持
ち
さ
せ
る
「ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
」に

つ
い
て
、
、
日
経
ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
２
０
１
３
・１
２
で
掲
載

さ
れ
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。 
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に
入
っ
た
雨
水
を
外
に
排
出
し
や
す
く
し
た
り
、
野
地
上
で
通

気
を
確
保
し
た
り
す
る
機
能
を
備
え
る
。 

 

さ
ら
に
、
通
気
に
よ
っ
て
軒
先
で
の
温
度
低
下
を
緩
和
し
、
す

が
も
れ
の
発
生
を
抑
え
る
、
す
が
も
れ
が
多
少
で
き
て
も
排
水

層
か
ら
雨
水
を
逃
が
す
、
縦
桟
と
横
桟
で
屋
根
下
地
の
剛
性
を

高
め
、
化
粧
ス
レ
ー
ト
を
縦
桟
の
上
で
継
ぐ
こ
と
で
化
粧
ス
レ
ー

ト
の
踏
み
割
れ
が
生
じ
に
く
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
も
見
込
め

る
。
こ
う
し
た
様
々
な
効
果
に
よ
っ
て
野
地
合
板
や
ル
ー
フ
ィ
ン

グ
を
長
く
持
た
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
（前
ペ
ー
ジ
上
部
の

表
参
照
）。 

 

実
は
日
本
で
も
北
陸
地
方
や
鹿
児
島
県
で
は
、
ホ
ー
ル
レ
ス
工

法
を
採
用
し
て
い
る
住
宅
が
複
数
あ
る
。
北
陸
地
方
は
ク
ギ
の

結
露
を
防
ぐ
た
め
、
鹿
児
島
県
は
屋
根
材
の
下
に
入
っ
た
火
山

灰
を
排
出
し
や
す
く
す
る
た
め
だ
。 

 

ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
に
は
様
々
な
考
え
方
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
の

条
件
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
我
々
が
条
件
と
す
る
の
は
、
ル
ー

フ
ィ
ン
グ
の
外
側
表
面
に
ス
テ
ー
プ
ル
穴
を
露
出
さ
せ
な
い
、
横

桟
は
垂
木
の
上
で
留
め
付
け
る
、
原
則
と
し
て
透
湿
ル
ー
フ
ィ
ン

グ
を
使
う―

―

の
３
点
だ
。 

 

透
湿
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
を
使
用
す
る
の
は
、
野
地
合
板
の
北
側
外

表
面
の
結
露
を
防
ぐ
の
に
有
効
だ
か
ら
だ
（
10
月
号
の
本
連
載

参
照
）。
止
水
性
能
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
系
よ
り
若
干
低
下
す
る
た

め
、
ホ
ー
ル
レ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
は
理
に
か
な
う
。 

 

た
だ
、
結
露
防
止
よ
り
雨
水
の
浸
入
防
止
を
強
化
す
べ
き
地

域
な
ど
、
条
件
に
よ
っ
て
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
系
を
使
う
必
要
が
あ

る
と
も
考
え
て
い
る
。 

 

壁
の
２
～
３
倍
の
通
気
速
度 

  

ホ
ー
ル
レ
ス
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
工
夫
は
以
下
の
通
り

だ
（上
の
図
面
、
次
ペ
ー
ジ
の
図
面
参
照
）。
野
地
合
板
に
接
す

る
縦
桟
は
ク
ギ
で
は
な
く
ブ
チ
ル
テ
ー
プ
で
留
め
付
け
る
。

ル
ー
フ
ィ
ン
グ
と
野
地
合
板
を
貫
通
す
る
の
は
横
桟
を
留
め
る

ク
ギ
に
限
定
す
る
。
貫
通
す
る
ク
ギ
は
縦
桟
と
ブ
チ
ル
テ
ー
プ

を
介
し
て
垂
木
に
留
め
る
こ
と
で
ク
ギ
穴
の
止
水
性
能
を
高
め

る
。
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
を
ス
テ
ー
プ
ル
で
留
め
る
の
は
重
ね
代
の
下

側
に
限
り
、
上
側
は
テ
ー
プ
で
留
め
る
。 

 
縦
桟
と
横
桟
の
厚
さ
が
加
わ
る
こ
と
か
ら
、
軒
先
の
通
気
口

と
棟
換
気
口
の
納
ま
り
が
従
来
仕
様
と
多
少
変
わ
る
。
特
別
な 
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部
材
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
く
、
既
製
部
材
で
対
応
で
き
る
範
囲
だ
。 

 

ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
の
野
地
上
通
気
層
の
効
果
を
確
か
め
る
た
め
、
流
体
力

学
が
専
門
で
、
壁
の
通
気
層
の
湿
気
排
出
効
果
を
研
究
し
て
い
る
北
見
工
業

大
学
名
誉
教
授
の
坂
本
弘
志
さ
ん
に
気
流
速
度
な
ど
の
測
定
と
計
算
を
依

頼
し
た
。
計
算
条
件
と
結
果
は
前
ペ
ー
ジ
下
の
囲
み
に
記
し
た
。 

 

結
果
は
南
側
の
平
均
速
度
が
０
．
０
５
２
ｍ
／
秒
、
北
側
が
０
．
０
６
２
ｍ
／
秒

と
な
っ
た
。
坂
本
さ
ん
が
以
前
計
算
し
た
厚
さ
12
㎜
の
壁
の
通
気
層
の
平
均

速
度
は
０
．
０
２
～
０
．
０
３
ｍ
／
秒
な
の
で
、
そ
の
２
～
３
倍
程
度
に
相
当
す

る
。 

 

流
速
か
ら
求
め
た
北
面
の
平
均
換
気
回
数
は
１
時
間
当
た
り
約
52
回
だ
。

従
来
仕
様
で
化
粧
ス
レ
ー
ト
を
ふ
い
た
と
き
の
換
気
回
数
（約
９
回
／
時
）の

6
倍
弱
だ
。
野
地
上
に
こ
れ
だ
け
の
流
速
が
あ
れ
ば
屋
根
内
部
に
た
ま
っ
た

湿
気
を
十
分
排
出
で
き
る
と
、
坂
本
さ
ん
の
評
価
を
得
た
。 

 

前
ペ
ー
ジ
上
の
グ
ラ
フ
は
、
連
載
で
度
々
出
し
て
き
た
野
地
合
板
の
北
側

外
表
面
の
含
水
率
だ
。
宇
都
宮
市
に
建
つ
屋
根
断
熱
の
住
宅
で
、
ク
ギ
穴
や

ス
テ
ー
プ
ル
穴
、
施
工
の
不
具
合
な
ど
に
よ
っ
て
雨
水
が
野
地
合
板
に
２
～
３

ｇ
／
㎡
ｈ
浸
入
す
る
前
提
で
計
算
し
て
い
る
。
こ
の
値
は
我
々
が
こ
れ
ま
で
多

数
見
て
き
た
劣
化
事
例
や
実
験
を
踏
ま
え
て
決
め
た
も
の
だ
（
11
月
号
の
本

連
載
参
照
）。
防
水
シ
ー
ト
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
に
し
た
場
合
の
含

水
率
は
約
35
％
、
透
湿
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
の
場
合
は
約
25
％
、
我
々
が
提
案
す

る
仕
様
の
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
の
場
合
は
約
18
％
と
な
っ
た
。
野
地
合
板
の
劣

化
リ
ス
ク
は
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
が
一
番
低
い
。 

 

ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
の
課
題
の
１
つ
は
、
屋
根
材
メ
ー
カ
ー
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
な
い
た
め
、
保
証
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
。
2
つ
目
は
縦
桟
や

横
桟
の
追
加
費
用
と
し
て
初
期
の
材
工
価
格
が
１
㎡
当
た
り
約
１
０
０
０
円

上
が
る
こ
と
だ
。 

 

た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
従
来
仕
様
よ
り
安
く

な
る
。
化
粧
ス
レ
ー
ト
の
ふ
き
替
え
工
事
を
例
に
す
る
と
、
従
来
仕
様
で
は

①
既
存
屋
根
材
の
除
去
②
野
地
合
板
の
増
し
張
り
③
新
し
い
ル
ー
フ
ィ
ン
グ

の
施
工
④
新
し
い
屋
根
材
の
施
工―

―

が
必
要
だ
が
、
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
な

ら
①
と
④
だ
け
で
済
む
。
そ
の
結
果
、
ふ
き
替
え
工
事
の
材
工
価
格
は
従
来

仕
様
よ
り
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
１
㎡
当
た
り
約
２
０
０
０
円
減
る
。 

 

国
は
こ
こ
数
年
、
住
宅
の
高
断
熱
・高
気
密
化
、
長
寿
命
化
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
に
寄
せ
ら
れ
る
屋
根
下
地
の
結
露
や
早
期
劣
化

の
事
例
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
予
定
さ
れ
て
い
る
20
年
の
省
エ
ネ
基
準
義

務
化
に
向
け
て
、
早
期
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
。
数
世
代
に

わ
た
っ
て
使
い
続
け
る
木
造
住
宅
に
は
、
屋
根
下
地
に
湿
気
や
雨
水
が
浸
入

す
る
の
を
極
力
抑
え
、
入
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
排
出
す
る
ホ
ー
ル
レ
ス
工

法
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上
が
掲
載
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
屋
根
下
地
の
劣
化
を

防
ぐ
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
の
考
え
方
、
利
点
を
紹
介
し
た
。
ま

た
、
瓦
・
金
属
・化
粧
ス
レ
ー
ト
に
対
す
る
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法

の
納
ま
り
を
軒
先
部
・平
部
・棟
部
で
示
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー

ル
レ
ス
工
法
の
通
気
層
の
効
果
や
北
側
野
地
合
板
の
含
水
率

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
示
し
た
。
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
が
も
っ
と

も
低
い
結
果
と
な
っ
た
。 

 

初
期
材
工
価
格
は
若
干
ア
ッ
プ
す
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
な
ど
を
考
え
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
は
従
来
仕
様

よ
り
安
価
に
も
な
る
。
今
後
の
住
宅
の
高
断
熱
・高
気
密
化
・

長
寿
命
化
に
お
い
て
、
屋
根
で
は
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
が
不
可

欠
だ
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。 

 

追
加
資
料
と
し
て
、
ホ
ー
ル
レ
ス
工
法
の
施
工
写
真
を
加
え

る
。 

①縦桟を両面ブチルテープで垂木上に留める。 

②縦桟9×55の上に横桟21×45をクギ留めする。 
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③横桟を65㎜のクギで留め付ける。 

④縦桟・横桟の完成。 

⑤軒先の鼻桟は縦桟9㎜分高くする。 

⑥ここからは通常の瓦施工。 

⑦瓦緊結材はコースレッド45・51㎜ 

⑧瓦は被せ葺。 

⑨遮熱瓦・クールスペックで施工。 

⑩ホールレス工法・完成。 


